
日
本
学
生
支
援
機
構

「
平
成
28
年
度
優
秀
学
生
顕
彰
」

１
名
が
奨
励
賞
を
受
賞
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大
空
へ

平成２９年２月⑴

　

私
が
家
族
と
集
合
住
宅
に

住
ん
で
い
た
時
、
多
く
の
家

族
と
の
親
交
が
あ
っ
た
。
そ

の
中
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が

好
き
な
男
の
子
が
い
た
。
彼

は
小
学
校
で
ミ
ニ
バ
ス
ケ
、
中

学
校
で
は
バ
ス
ケ
部
の
キ
ャ

プ
テ
ン
を
務
め
、
高
校
は
バ

ス
ケ
の
強
豪
校
に
親
元
を
離

れ
て
ま
で
進
学
を
希
望
し
た

が
、
高
校
入
学
志
願
時
の
健

康
診
断
で
、
彼
の
心
臓
に
問

題
が
あ
り
激
し
い
運
動
が
で

き
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

バ
ス
ケ
が
大
好
き
で
親
元
を

離
れ
て
ま
で
高
校
に
進
学
を

目
指
し
た
と
こ
ろ
で
突
き
つ

け
ら
れ
た
事
実
。
本
人
は
も

ち
ろ
ん
、
両
親
の
シ
ョ
ッ
ク
も

計
り
知
れ
な
い
。
▼
し
か
し
、

彼
は
諦
め
な
か
っ
た
。
高
校

に
入
学
し
選
手
で
は
な
く
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
バ
ス
ケ
を

続
け
る
こ
と
を
選
択
し
た
。

選
手
目
線
で
選
手
を
叱
咤
激

励
し
、
県
内
強
豪
チ
ー
ム
の

戦
歴
に
貢
献
し
た
。
▼
や
が

て
嬉
し
い
知
ら
せ
が
届
い
た
。

チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
に
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
彼
が
選
ば
れ

た
の
だ
。
キ
ャ
プ
テ
ン
は
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
の
推
薦
で
選
ば
れ

る
。
全
員
一
致
だ
っ
た
と
聞
い

た
。
彼
の
バ
ス
ケ
へ
の
想
い
、

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
へ
の
想
い
、

そ
れ
を
感
じ
取
っ
た
チ
ー
ム

メ
ン
バ
ー
の
想
い
、
こ
れ
ら
が

一
つ
と
な
り
、
思
い
も
か
け
な

い
結
果
を
生
ん
だ
。
▼
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
サ
ポ
ー
ト
が
あ

れ
ば
競
技
が
で
き
る
。
し
か

し
彼
は
生
命
の
危
険
を
冒
し

て
ま
で
競
技
を
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き

な
の
に
で
き
な
い
現
実
を
一
生

涯
背
負
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
思
い
を
し
て
い
る
人
を

ど
の
よ
う
に
支
え
た
ら
い
い

の
だ
ろ
う
か
。（
Ｉ
・
Ｎ
）

自転車
競技部

　

12
月
21
日
か
ら
28
日
、
鹿

屋
市
で
、
韓
国
体
育
大
学
自

転
車
競
技
部
16
名
が
鹿
屋
体

育
大
学
自
転
車
競
技
部
と
の

合
同
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

本
合
宿
は
、
両
大
学
の
自
転

車
競
技
部
が
学
生
の
交
流
と

競
技
力
向
上
を
図
る
こ
と
な

ど
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た

も
の
で
、
今
回
で
4
回
目
。

韓
国
体
育
大
学
は
ス
ポ
ー
ツ

エ
リ
ー
ト
の
育
成
校
で
、
鹿

屋
体
育
大
学
と
国
際
交
流
協

定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

合
宿
中
、
韓
国
体
育
大

韓
国
体
育
大
学
自
転
車
競
技
部
と

合
同
合
宿
を
実
施
！

学
自
転
車
競
技
部
の
皆
さ
ん

は
、
鹿
屋
体
育
大
学
自
転

車
競
技
部
と
の
合
同
練
習
を

行
っ
た
ほ
か
、
か
の
や
サ
イ

ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
鹿

屋
市
が
主
催
す
る
交
流
会
に

参
加
す
る
な
ど
、
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
21
日
に
は
鹿

屋
体
育
大
学
の
松
下
雅
雄
学

長
を
表
敬
訪
問
し
、
お
互
い

の
大
学
の
現
況
に
つ
い
て
の

情
報
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

人
ロ
ー
ド
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア

ル
自
転
車
競
技
大
会
（
個
人

タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
）
で
前

年
に
続
き
優
勝
を
果
た
し
、

昨
年
開
催
さ
れ
た
第
36
回
ア

ジ
ア
自
転
車
競
技
選
手
権
大

会
（
個
人
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア

ル 

男
子 
Ｕ
23
） 

で
は
第
３

位
と
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

　

伝
達
式
で
は
、
松
下
雅
雄

学
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
「
今
回
の
受
賞
は
、
多
く

の
方
の
協
力
と
、
本
人
の
努

力
の
賜
物
で
す
。
２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
な
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
祝
福
の
言
葉

が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞

し
た
山
本
さ
ん
か
ら
は
「
鹿

屋
体
育
大
学
と
い
う
恵
ま
れ

た
環
境
で
練
習
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
今
回
こ
の
よ
う
な
賞

を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
将
来
、
先
輩
方

の
よ
う
に
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
や
世
界
選
手
権
な
ど

の
、
世
界
で
活
躍
す
る

選
手
に
な
る
た
め
、
精

進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
と
、

受
賞
の
喜
び
と
今
後
の

競
技
活
動
に
向
け
た
力

強
い
抱
負
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

度
か
ら
学
術
、文
化
、芸
術
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
の
各
分
野

で
優
れ
た
業
績
を
挙
げ
た
学

生
（
３
年
生
以
上
の
学
部
学

生
）
を
対
象
に
実
施
さ
れ
て

お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
分
野

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
山

本
さ
ん
が
受
賞
し
た
も
の
で

す
。

　

山
本
さ
ん
は
大
学
入
学
時

か
ら
数
々
の
大
会
で
活
躍

し
、
第
27
回
全
日
本
学
生
個

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
同

大
自
転
車
競
技
部
の
山
本
大

喜
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課

程
３
年
）
が
独
立
行
政
法
人

日
本
学
生
支
援
機
構
平
成
28

年
度
優
秀
学
生
顕
彰
（
ス

ポ
ー
ツ
分
野
）
に
お
い
て
奨

励
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
に
伴

い
、
１
月
12
日
に
受
賞
報
告

会
お
よ
び
表
彰
状
伝
達
式
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
17
年

　

12
月
22
日
、
鹿
屋
体
育

大
学
サ
ッ
カ
ー
部
か
ら
日
本

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
Ｊ

リ
ー
グ
）
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

へ
加
入
す
る
こ
と
が
内
定
し

て
い
る
3
選
手
の
記
者
会
見

が
、
同
大
学
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

会
見
を
行
っ
た
の
は
、
い

ず
れ
も
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程

4
年
の
馬
渡
洋
樹
さ
ん
（
愛

媛
Ｆ
Ｃ
内
定
）
、
福
森
健

太
さ
ん
（
ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北

九
州
内
定
）、
藤
山
智
史
さ

ん
（
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田

内
定
）で
す
。
3
選
手
か
ら

は
、
入
団
後
の
抱
負
や
、
家

族
・
指
導
者
・
チ
ー
ム
メ
イ

ト
な
ど
こ
れ
ま
で
支
え
て
く

れ
た
周
囲
の
方
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
な
ど
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
青

木
竜
監
督
か
ら
3
選
手
の
紹

介
が
あ
っ
た
ほ
か
、
各
チ
ー

ム
関
係
者
か
ら
は
3
選
手

を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
経
緯

や
今
後
の
期
待
が
語
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
会
見
の
最

後
に
は
、
松
下
雅
雄
学
長
か

ら
「
3
人
に
は
、
チ
ー
ム
メ

イ
ト
か
ら
信
頼
さ
れ
、
フ
ァ

ン
の
皆
さ
ん
に
感
動
を
与
え

ら
れ
る
選
手
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
の
激
励
の
言
葉
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
競

技
力
向
上
の
た
め
の
種
々
の

取
り
組
み
が
実
を
結
び
、
今

回
を
含
め
34
名
の
Ｊ
リ
ー

ガ
ー
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

サッカー部３選手、
Ｊリーグ内定記者会見を
実施！

○馬渡洋樹選手（愛媛FC内定）
出身：福岡県　ポジション：ＧＫ
コメント：プロになれたことに満足せ
ず、長身を生かしたセービングと前線へ
のフィードを武器に、１日も早くピッチに
立てるようがんばっていきたい。そして
長く現役で活躍できる選手になりたい。

○福森健太選手（ギラヴァンツ北九州内定）
出身：東京都　ポジション：ＤＦ
コメント：守備だけでなく、攻撃にアク
セントをつけられるサイドバックとして
チームに貢献できるようにがんばってい
きたい。将来的にはチームを引っ張って
いけるような選手になりたい。

○藤山智史選手（ブラウブリッツ秋田内定）
出身：三重県　ポジション：MF
コメント：運動量と球際の強さが自分の
持ち味。まずはできることを精一杯やっ
て、一日も早く試合に出られるように、そし
て、チームの一員としてより上のカテゴリ
でプレーできるようがんばっていきたい。

左から青木監督、馬渡さん、福森さん、藤山さん

山本さん（前列真ん中）を囲んで



平成２６年４月　第２７７号 ⑵

あなたの町に、レモンガス

鹿屋支店

農業機械

http://www.mizuho.kubota.ne.jp

SOUTEN No.311
⑵平成２９年２月

　

12
月
5
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
で
は
、
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
協
力
者
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
「
ス
タ

ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド

（
Ｓ
Ｕ
Ｐ
）
が
及
ぼ
す
身
体

へ
の
効
果
～
Ｓ
Ｕ
Ｐ
実
施
者

の
実
態
を
聞
く
～
」
を
テ
ー

マ
に
、
国
立
大
隅
青
少
年
自

然
の
家
を
は
じ
め
大
隅
地
域

の
行
政
・
教
育
関
係
機
関
や

県
内
外
の
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
関

連
団
体
か
ら
多
数
の
出
席
を

得
て
、
研
究
協
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
三
重
県
熊
野

市
・
鳥
取
県
Ｓ
Ｕ

Ｐ
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
で
有
限
会
社

Ａ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｎ

代
表
取
締
役
の
河

合
辰
巳
氏
よ
り
「
Ｓ

Ｕ
Ｐ
イ
ベ
ン
ト
を

活
用
し
た
地
域
振

興
の
例
」
と
題
し
、

海
や
湖
に
面
し
て

い
る
地
方
自
治
体

が
中
心
と
な
っ
て

Ｓ
Ｕ
Ｐ
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
、
地

域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
る
活
動
な
ど

に
つ
い
て
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
会
議
の
後
半

で
は
、
鹿
屋
体
育

大
学
客
員
教
授
の

海
野
義
明
氏
が
「
Ｓ

Ｕ
Ｐ
と
腰
痛
の
関

係
」
と
題
し
て
、
Ｓ

Ｕ
Ｐ
経
験
者
の
腰

痛
に
対
す
る
意
識

調
査
の
発
表
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
協
力

者
会
議
は
、
関
連

団
体
か
ら
も
活
発

な
質
疑
応
答
が
な

鹿
屋
体
育
大
学
海
洋
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
協
力
者
会
議
を
開
催

　

1
月
21
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
講
義
棟
２
０
５
教
室
に
て

同
窓
生
と
鹿
屋
体
育
大
学
と

の
情
報
交
換
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
情
報
交
換
会
は
、

同
窓
生
と
大
学
関
係
者
と
が

意
見
交
換
や
情
報
交
換
を
行

う
こ
と
に
よ
り
今
後
の
大
学

運
営
や
在
学
生
、
同
窓
生
へ

の
支
援
等
に
生
か
す
と
と
も

に
、
相
互
の
交
流
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
同
窓
会
と
同
大

学
が
連
携
し
て
開
催
し
た
も

の
で
、同
窓
生
、退
職
教
員
、

大
学
関
係
者
な
ど
約
40
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

情
報
交
換
会
は
松
下
雅
雄

学
長
、
濱
田
幸
二
同
窓
会
会

長
に
よ
る
挨
拶
か
ら
は
じ
ま

り
、
金
久
博
昭
理
事
か
ら
大

同
窓
生
と
鹿
屋
体
育
大
学
と
の

情
報
交
換
会
を
開
催
！

学
の
現
状
に
つ
い
て
、
そ
の

ほ
か
学
生
の
課
外
活
動
状
況

や
、
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
研
究
等
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
窓
生
と
の
意

見
交
換
会
が
行
わ
れ
、「
大

学
が
同
窓
会
に
期
待
す
る
こ

と
、
同
窓
生
が
大
学
に
期
待

さ
れ
、
海
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
Ｓ
Ｕ
Ｐ
が
海
洋
ス

ポ
ー
ツ
を
盛
り
上
げ
て
い
る

一
方
で
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
に
よ
る
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
の
実

態
、
あ
る
い
は
心
身
へ
の
効

果
な
ど
、
様
々
な
方
面
か
ら

の
エ
ビ
デ
ン
ス
の
蓄
積
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
も
明
確
と

な
り
ま
し
た
。
海
洋
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
デ
ー
タ
収
集
・
分

析
が
必
要
で
あ
る
か
、
今
後

の
研
究
計
画
に
つ
い
て
考
え

る
大
変
有
意
義
な
会
議
と
な

り
ま
し
た
。

濱田同窓会会長挨拶

情報交換会の様子

す
る
こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ

の
も
と
、
同
窓
生
や
教
職
員

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
経
験

か
ら
、
今
後
の
大
学
、
同
窓

会
の
発
展
に
つ
な
げ
る
た
め

活
発
に
意
見
を
交
わ
し
、
有

意
義
な
情
報
交
換
会
と
な
り

ま
し
た
。

　鹿屋体育大学では、平成 25 年度から筑波大学及び日本スポーツ振興セン
ターと連携し、修士課程スポーツ国際開発学共同専攻の設置に向けて取り
組んでまいりましたが、昨年４月に、第一期入学生を受け入れるに至りま
した。
　12 月 11 日、これまで取り組んできた成果報告を行うとともに、これから
の共同専攻の在り方等を議論するため、立教大学を会場として第４回「ス
ポーツ国際開発」国際シンポジウムを開催しました。
　当日は、Roger Levermore 氏（The Hong Kong University of Science 
and Technology）による基調講演、Marianne Meier 氏（University of 
Ben/ Terre des Hommes）及び Alexander Cardenas 氏（Open Univer-
sity of Catalonia）による
プレゼンテーションが行わ
れました。
　さらに、ワークショップ
として「Education and 
Empowerment」、「Conflict 
and  Peacebu i l d i ng」、

「Mega Sporting Events 
and Governance」の３グ
ループに分かれてそれぞれ
意見交換を行い、有意義な
シンポジウムとなりました。

第４回「スポーツ国際開発」国際シンポジウムを開催

　

現
在
の
３
年
次
生
の
就
活

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
現
４
年
次

生
（
17
卒
）
と
同
様
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
こ
と

か
ら
就
職
支
援
会
社
の
協
力

に
よ
る
様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
や

就
職
支
援
行
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
12

月
10
日
・
11
日
の
２
日
間
、

主
に
３
年
次
生
を
対
象
に

「
第
１
回
就
職
塾
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
就
職
塾

は
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
就
職
活
動
の
み
な
ら

ず
、
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
に

つ
い
て
も
“
気
づ
き
”
を
得

る
良
い
機
会
と
し
て
、
大
変

好
評
を
得
て
い
ま
す
。
今
年

度
も
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
で
元
就
職
相
談
員
の
斉

藤
淳
郎
氏
を
講
師
に
招
き
、

自
己
分
析
、
履
歴
書
作
成
の

ポ
イ
ン
ト
、
個
別
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
、
面
接
練
習
な
ど
か

ら
、
学
生
自
ら
の
経
験
や
強

み
を
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に

伝
え
る
か
と
い
っ
た
内
容
の

就
職
支
援
行
事
が満

載

講
座
を
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

等
を
取
り
入
れ
な
が
ら
展
開

し
ま
し
た
。
受
講
し
た
学
生

か
ら
は
「
就
活
の
不
安
が
解

消
さ
れ
自
信
と
な
っ
た
」

「
見
方
を
変
え
る
こ
と
で
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
な
ど
に

書
き
、
伝
え
た
い
こ
と
が
増

え
た
」
な
ど
と
い
っ
た
感
想

が
あ
り
、
就
活
本
番
に
向
け

て
自
信
が
付
い
た
表
情
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

12
月
15
日
に
は
就
職
支
援

会
社
「
ス
ポ
ナ
ビ
」
を
運

営
す
る
（
株
）
ス
ポ
ー
ツ

フ
ィ
ー
ル
ド
に
よ
る
、
３
年

次
生
を
対
象
に
し
た
「
自
己

分
析
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
体
育
会
系
と
言
わ
れ

る
学
生
ら
が
社
会
や
企
業
か

ら
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い

る
の
か
と
い
っ
た
現
状
や
、

自
己
分
析
に
必
要
な
自
己
の

経
験
を
ど
の
よ
う
に
掘
り
下

げ
て
い
く
の
か
と
い
っ
た
講

座
を
、
講
師
の
経
験
談
も
含

め
て
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
熱

く
語
ら
れ
る
講
師
の
姿
に
、

学
生
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

ペ
ン
を
走
ら
せ
る
様
子
も
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
年
次
生
を
対
象

に
し
た
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

Ⅲ
の
授
業
で
は
、
１
月
19

日
、
「
多
様
な
働
き
方
、
社

会
で
の
ス
ポ
ー
ツ
と
の
関
わ

り
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
ワ
ー
ク
が
開
講
さ

れ
ま
し
た
。
県
内
外
各
地
で

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
３
期
生

か
ら
28
期
生
ま
で
の
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
15
名
を
お
招
き
し
、

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
質
疑
応
答

形
式
で
行
わ
れ
、
「
職
業

選
択
・
就
職
先
選
択
の
カ

ギ
」
、
「
そ
の
カ
ギ
は
ど
の

よ
う
に
得
ら
れ
て
い
く
の

か
」
な
ど
を
学
ぶ
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
キ
ャ
リ
ア

形
成
支
援
室
で
は
、
学
生
一

人
ひ
と
り
に
と
っ
て
実
り
あ

る
支
援
と
な
る
よ
う
な
行
事

や
授
業
を
計
画
し
、
活
字
か

ら
得
る
情
報
の
み
な
ら
ず
、

先
輩
や
社
会
人
の
“
生
”
の

言
葉
か
ら
得
る
情
報
の
大
切

さ
を
学
生
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

河合氏による講演 総合討論の様子

第１回就職塾

OB・OGへのインタビューワーク
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　私たちウインドサーフィン部は、現在11名で
顧問の榮樂洋光先生・コーチの宮本直和先生の
指導のもと、本学施設である海洋スポーツセン
ターを使用して活動しています。
　多くの部員が大学から競技を始めるため、皆
スタートラインは同じです。鹿屋の素晴らしい
環境のもと、全国の舞台で活躍できるよう日々
練習に励んでいます。
　さて、ウインドサーフィンとはどんなスポー
ツなのか…。イメージできない人も多いと思い
ます。ウインドサーフィンとはサーフボードに似
た板状のボードとセイル（帆）という専用の道
具を使用し、セイルに受ける風と波を利用して
海面を滑走するマリンスポーツです。ウインド
サーフィンは風速が上がるにつれてスピードも
増し、時速 40ｋｍくらいで走ることができます。
また風がない日はパンピングといってセイルを

扇ぐことにより艇を進めることができます。常に
自然と隣り合わせであり、その日その時のコン
ディションに合わせて自分の技術を磨くという、
毎日違う刺激に溢れた奥の深いスポーツです！
　私たちの最終目標はインカレで表彰台に上が
ることです。全国のウィンドサーファーを相手に
レースで勝利を手にするには、確かな知識、技
術、体力が必要です。そのため、週 5日練習を
行い、疑問があれば榮樂先生や宮本先生にアド
バイスをいただいてスキルアップを図っていま
す。また、帆走中の動画を撮影し、さまざまな
視点から各選手の帆走をフィードバックするこ
とも行っています。
　これからも明るく、活発なメンバーで真剣に
ウインドサーフィンに励んでいきます。鹿屋体
育大学ウインドサーフィン部をよろしくお願い
します！ウィンドサ

ーフィン部

課外活動団体紹介

実技指導の様子

兼平氏による講話

　

本
格
的
な
入
試
シ
ー
ズ

ン
の
幕
開
け
と
な
る
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
が

１
月
14
日
15
日
の
２
日

間
、
全
国
６
９
１
の
会
場

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
志
願
者
数
は
昨
年
よ

り
1
万
２
１
９
９
人
多
い

57
万
５
９
６
７
人
で
、
内

訳
は
、
高
等
学
校
等
卒
業

見
込
者
が
47
万
１
８
４
２

人
（
81
・
9
％
）、
既
卒
者

が
９
万
９
１
１
８
人
（
17
・

2
％
）、
そ
の
他
、
高
等
学

校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合
格

者
や
高
等
専
門
学
校
修
了
者

な
ど
が
５
０
０
７
人
（
０
・

９
％
）
で
す
。
ま
た
、
セ
ン

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
を
実
施

タ
ー
試
験
を
利
用
す
る
大
学

と
短
期
大
学
は
、
８
４
８
校

と
な
り
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
地
理
歴
史
、

公
民
、
国
語
、
外
国
語
、
英

語
の
リ
ス
ニ
ン
グ
、
２
日
目

は
理
科
と
数
学
の
試
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

５
０
０
人
近
く
が
受
験
し

た
鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
朝

早
く
か
ら
受
験
生
が
次
々
と

会
場
に
到
着
し
、
担
任
教
員

の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
緊

張
し
た
様
子
で
試
験
室
へ
と

入
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の

冬
一
番
の
強
い
寒
波
の
影
響

で
2
日
と
も
大
変
冷
え
込
み

ま
し
た
が
、
ト
ラ
ブ
ル
等
も

い
ん
ぐ
り
っ
し
ゅ
☆
る
～
む
を
開
催

　

鹿
屋
体
育
大
学
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
で
は
10
月
19
日
か

ら
12
月
14
日
ま
で
の
期
間
、

全
８
回
の
日
程
で
「
い
ん
ぐ

り
っ
し
ゅ
☆
る
～
む
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
英
語

に
興
味
の
あ
る
人
、
留
学
の

準
備
を
し
た
い
人
な
ど
が
、

こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
英
語
を

使
っ
て
自
由
に
英
会
話
を
楽

し
も
う
と
い
う
活
動
で
、
レ

ベ
ル
や
年
齢
、
所
属
を
問
わ

ず
、
誰
で
も
参
加
が
で
き
る

活
動
で
す
。
平
成
26
年
か
ら

前
期
、
後
期
の
2
回
開
催
し

て
お
り
、
今
回
で
6
回
目
と

な
り
ま
す
。

　

会
場
の
鹿
屋
体
育
大
学 

Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｓ 
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ

に
は
、
学
生
や
教
職
員
を
始

め
、
市
民
の
方
々
な
ど
大
学

外
か
ら
も
毎
回
多
く
の
方
が

集
い
、
英
会
話
の
レ
ベ
ル
や

興
味
の
合
う
人
と
身
振
り
手

振
り
を
交
え
て
、
自
由
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

な
が
ら
、
英
会
話
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
と
っ
て
こ
の
活

動
は
、
英
語
を
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
す
る
場
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
交
流
の
輪
を
広
げ
る
絶

好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ

チ
ャ
シ
ス
テ
ム
は
、
専
用

の
装
置
が
発
す
る
赤
外
光

の
反
射
を
撮
影
す
る
専
用

カ
メ
ラ
を
複
数
台
配
置
し

た
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
反

射
マ
ー
カ
の
三
次
元
位
置

座
標
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

と
し
て
取
得
し
ま
す
。
反

射
マ
ー
カ
を
選
手
の
体
表

に
貼
付
し
、
得
ら
れ
た

マ
ー
カ
の
位
置
座
標
か
ら

関
節
中
心
や
身
体
重
心
位

置
を
推
定
す
る
こ
と
で
、

選
手
の
動
作
解
析
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
得
ら
れ
た
座
標
デ
ー

タ
と
フ
ォ
ー
ス
プ
レ
ー
ト

な
ど
で
測
定
し
た
外
力

（
地
面
反
力
な
ど
）
を
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
関
節
に

作
用
す
る
モ
ー
メ
ン
ト
の

推
定
な
ど
を
行
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

短
距
離
走
者
を
対
象
と

し
た
測
定
で
は
、
オ
リ
ン

ピ
ア
ン
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン

の
デ
ー
タ
収
集
を
行
い
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
の
一

助
と
な
る
よ
う
デ
ー
タ
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
野
球
選
手
を
対

象
と
し
た
測
定
で
は
、
ピ
ッ

チ
ン
グ
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の

動
作
を
同
時
に
計
測
し
、
投

手
と
打
者
の
駆
け
引
き
な
ど

を
再
現
し
た
、
よ
り
実
践
に

近
い
条
件
下
で
の
パ
フ
ォ
ー

モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
た
測
定
の
紹
介（
永
原
隆
特
任
助
教
）

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟
だ
よ
り

第3回

ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
に

関
す
る
講
習
会
を
開
催

　

12
月
９
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
球
技
体
育
館
に
お
い
て
平

成
28
年
度
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク

ト
レ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
講
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
学
生
の

競
技
力
向
上
と
競
技
活
動
を

支
援
す
る
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク

ト
レ
ー
ナ
ー
の
資
質
向
上
を

目
的
と
し
て
毎
年
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
今
回
は
、
講

師
に
兼
平
智
孝
氏
（
Ｈ
－

Ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ 

Ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ 

Ｐ
ｅ
ｒ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ 

Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ 

代
表
、
平
成

20
年
鹿
屋
体
育
大
学
卒
業
）

を
招
き
、「
動
作
ス
ク
リ
ー

ン
に
基
づ
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
テ
ー

マ
に
、
実
技
を
交
え
２
時
間

に
わ
た
り
、
怪
我
か
ら
の
リ

ハ
ビ
リ
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

機
能
評
価
の
方
法
に
つ
い
て

の
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
に
は
、学
生・

教
職
員
併
せ
て
約
20
名
が
参

加
し
、
講
習
終
了
後
も
学
生

か
ら
の
質
問
が
次
々
に
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
講

習
内
容
に
対
す
る
関
心
・
理

解
度
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ

る
な
ど
、
短
い
時
間
で
の
講

習
会
で
あ
っ
た
も
の
の
、
学

生
に
と
っ
て
非
常
に
有
意
義

な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
く
試
験
は
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
前
期

日
程
と
な
る
２
月
25
日
、
26

日
の
２
日
間
で
一
般
入
試
が

行
わ
れ
ま
す
。

マ
ン
ス
分
析
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
、
様
々
な

ス
ポ
ー
ツ
動
作
の
測
定
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
測
定

の
様
子
な
ど
を
ご
紹
介
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

（
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
研
究
棟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
→http://splab.

nifs-k.ac.jp/

）

投球フォームをモーションキャプチャで撮影

データ化された投球フォーム
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事
務
局
か
ら

闘いのスケジュール  ３月
４日・2016年度全日本学生ボードセーリング選手権　大学対抗戦
　　　（～6　和歌山/和歌山セーリングセンター）
８日・2017年九州学生新進テニストーナメント
　　　（～18　福岡/春日公園テニスコート他）
12日・第10回明治神宮外苑学生自転車クリテリウム大会
　　　（東京/明治神宮外苑）

　
賛
助
会
費
は
、　

奨
学
金
、
国

際
交
流
、
学
内
研
修
等
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱

様（
三
万
円
）

学内行事  ３月
９日　・大学院修士課程
　　　　第２次募集入試
10日　・大学院博士後期課程
　　　　第２次募集入試
11日　・春期休業（～31日）
18日　・大学説明会
　　　　（東京サテライトキャンパス）
24日　・卒業証書・学位記授与式
　

本
財
団
の
賛
助
会
員

制
度
は
、
平
成
元
年
四

月
に
発
足
し
ま
し
た
。

年
会
費
（
寄
付
金
）
は

一
口　

企
業
三
万
円
、

個
人
一
万
円
か
ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財

団
法
人
と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
財
団

に
対
す
る
年
会
費
（
寄

付
金
）
に
つ
き
ま
し
て

は
税
法
上
の
優
遇
措
置

が
あ
り
、
二
千
円
を
超

え
る
ご
寄
付
に
つ
き
ま

し
て
は
、
そ
の
超
え
る

額
に
つ
い
て
所
得
税
の

寄
付
金
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込

み
も
し
く
は
現
金
で
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合

は
、
次
の
金
融
機
関
へ

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
鹿
児
島
銀
行
鹿
屋
支
店

　
（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・
鹿
児
島
興
業
信
用
組
合

　

西
原
支
店

　
（
普
）
三
五
八
二
一
一

・
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

　

西
原
支
店

　
（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

　

公
益
財
団
法
人　

鹿

屋
体
育
大
学
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
教
育
財
団

　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

関
係
各
位
の
格
別
な
る

御
高
配
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

指導の様子

SP棟での測定の様子

学童野球教室 少年野球教室

　

鹿
屋
体
育
大
学
に
９
月
１

日
付
け
で
着
任
致
し
ま
し

た
、
イ
ス
ラ
ム
・
モ
ハ
モ

ド
・
モ
ニ
ル
ル
と
申
し
ま

す
。
出
身
国
で
あ
る
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
ダ
ッ
カ
大
学
医

学
部
を
卒
業
後
、
来
日
し
、

２
０
０
０
年
３
月
に
愛
知
医

科
大
学
大
学
院
を
修
了
し
て

お
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
12
月
1
日
付
け

で
新
規
採
用
と
な
り
ま
し
た

上
園
航
大
で
す
。
転
勤
族
で

地
元
と
い
え
る
よ
う
な
所
が

な
い
の
で
す
が
、
前
職
で
鹿

屋
市
立
吾
平
中
学
校
に
赴
任

教務課入試係
上園　航大

ス
ポ
ー
ツ
生
命
科
学
系 

准
教
授

イ
ス
ラ
ム
・
モ
ハ
モ
ド
・
モ
ニ
ル
ル

◆
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

◆
運
動
療
法
も
大
切

　

本
学
で
は
、
主
に
衛
生
学

･

公
衆
衛
生
学
と
環
境
論
に

関
わ
る
授
業
を
担
当
致
し
ま

す
。
衛
生
学･

公
衆
衛
生
学

に
お
け
る
大
き
な
目
的
は
、

疾
病
予
防
で
あ
り
、
特
に
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
は
運
動

療
法
が
大
切
で
す
。

　

私
は
現
在
、
高
齢
者
の
健

康
づ
く
り
、
特
に
転
倒
予
防

や
日
常
生
活
活
動
量
に
関
す

る
研
究
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
発
展
途
上
国
に

お
け
る
環
境
問
題
に
関
す
る

研
究
に
も
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

鹿
屋
は
自
然
が
す
ば
ら
し

く
、
雲
一
つ
と
っ
て
も
美
し

し
た
こ
と
が
鹿
屋
と
の
出
会

い
で
、
引
き
続
き
こ
の
地
に

住
め
る
こ
と
を
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

配
属
先
は
、
教
務
課
入
試

係
で
す
。
名
前
か
ら
い
ろ
い

ろ
と
想
像
し
な
が
ら
働
き
始

め
る
と
、
様
々
な
経
歴
を

持
っ
た
受
験
者
と
そ
れ
に
応

じ
た
入
試
区
分
、
ま
た
大
学

院
や
共
同
専
攻
な
ど
新
し
く

知
る
こ
と
ば
か
り
で
、
想
像

し
て
い
た
セ
ン
タ
ー
試
験
準

備
に
つ
い
て
も
、
と
て
も
綿

密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
驚
き

な
が
ら
業
務
を
こ
な
す
日
々

で
す
。
先
輩
、
上
司
の
ご
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
日
々

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
硬
式
野
球

部
は
、
野
球
を
通
し
て
小
中

学
生
と
交
流
す
る
こ
と
で
、

双
方
の
技
術
と
野
球
に
対
す

る
意
識
の
向
上
を
図
り
、
大

隅
地
区
の
野
球
界
の
振
興
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

定
期
的
に
野
球
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

12
月
11
日
に
は
、
2
回
目

の
開
催
と
な
る
小
学
生
対
象

の
学
童
野
球
教
室
が
、
12
月

17
日
、
18
日
に
は
、
中
学
生

を
対
象
と
し
た
第
6
回
少
年

野
球
教
室
が
同
大
野
球
場
と

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

研
究
棟
で
行
わ
れ
、
大
隅

地
区
の
児
童
92
名
、
生
徒

１
３
２
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

兼
ね
た
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
を
行
い
体
も
心
も
温
め

た
後
、
内
野
手
、
外
野
手
、

バ
ッ
テ
リ
ー
に
分
か
れ
て
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
・
バ
ッ
ト
ス
イ
ン
グ 野

球
教
室
を
開
催

解
析
、
守
備
の
講
座
が
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
全
て
大

学
生
１
人
と
参
加
者
３
名
前

後
で
構
成
さ
れ
る
小
グ
ル
ー

プ
制
で
行
わ
れ
、
言
葉
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
も
盛
ん

で
、
近
い
距
離
感
で
の
指
導

と
な
り
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
研
究
棟
で
は
、
球
速
測
定

や
ベ
ー
ス
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
ス

イ
ン
グ
の
分
析
な
ど
各
種
測

定
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
初
め
て
見
る
測
定
機
器
に

驚
き
な
が
ら
も
、
客
観
的
に

自
分
の
プ
レ
ー
を
見
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か

ら
は
「
設
備
が
す
ご
い
。
自

分
の
フ
ォ
ー
ム
が
ど
ん
な
感

じ
か
分
か
る
の
で
楽
し
み
」

「
大
学
生
の
人
た
ち
は
優
し

く
教
え
て
く
れ
る
。
ボ
ー
ル

も
遠
く
に
飛
ば
せ
て
す
ご

い
」
と
い
っ
た
声
が
、
大
学

生
か
ら
は
「
教
え
る
の
は
難

し
い
。
自
分
の
指
導
で
コ
ツ

を
掴
ん
で
く
れ
る
と
嬉
し

い
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か

れ
、
双
方
に
と
っ
て
大
変
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
教
室
は
子
ど
も
た
ち

の
技
術
力
向
上
だ
け
で
な

く
、
大
学
生
に
と
っ
て
も
子

ど
も
た
ち
に
直
接
指
導
す
る

い
（
Ｈ
ｏ
ｗ 

ｂ
ｅ
ａ
ｕ
－

ｔ
ｉ
ｆ
ｕ
ｌ 

ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
ｓ 

ｃ
ｏ
ｕ
ｌ
ｄ 

ｂ
ｅ
！
）
。

鹿
屋
に
住
む
機
会
が
な
け
れ

ば
、
そ
れ
は
人
生
の
大
き
な

ミ
ス
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

鹿
屋
は
大
変
住
み
や
す
い
と

こ
ろ
で
す
！

と
い
う
貴
重
な
学
び
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

卒業式・修了式　
　日　時：平成 29 年 3 月 24 日（金）10 時 30 分～ 12 時 00 分
　会　場：鹿屋体育大学水野講堂
卒業生等懇談会
　日　時：平成 29 年 3 月 24 日（金）12 時 20 分～ 13 時 10 分
　会　場：大学会館学生食堂（鹿屋体育大学内）
　主　催：国立大学法人鹿屋体育大学
　　　　　（公財）鹿屋体育大学体育・スポーツ振興教育財団

平成28年度 卒業式・修了式のご案内
本紙各面の広告欄の御利用をお待ち
しております。
申し込みは、
電話 ０９９４－４６－4８２７

（公財）鹿屋体育大学体育・スポーツ
振興教育財団事務局まで、ご連絡願
います。

広告欄の御利用について 第７回大学説明会 in
東京サテライトキャンパス開催！

日時 平成 29 年 3 月 18 日（土）
13:30 ～ 16:30

場所 筑波大学東京キャンパス文京校舎
337 会議室（東京都文京区大塚 3-29-1）

申込締切 平成 29 年 3 月 14 日（火）
詳しくは本学 Web サイトをご覧ください。

http://www.nifs-k.ac.jp/
お問合わせ先

国立大学法人 鹿屋体育大学 教務課 入試係
TEL：0994-46-4869
FAX：0994-46-2515

E-mail：nyushi@nifs-k.ac.jp

硬
式
野
球
部

12月
【女子バレーボール】
◆�第63回秩父宮妃賜杯全日本バレーボール大学
女子選手権大会

（11/28～12/4　東京/大田区総合体育館他）
	 1位	 鹿屋体育大学

【女子バスケットボール】
◆第52回三地区大学バスケットボール選手権大会
（12/1～12/4　福岡/福岡大学他）
	 1位	 鹿屋体育大学

【水泳】
◆第22回冬季短水路公認記録会
（12/11　福岡/福岡市総合西市民プール）
▽男子
　50ｍ自由形	 3位	 湯之原　孝実
　100m自由形	 3位	 松林　耕一
　200ｍ自由形	 2位	 小林　祐馬
　400ｍ自由形	 1位	 佐貫　省吾
　		  2位	 小林　祐馬
　1500ｍ自由形	 1位	 佐貫　省吾
		  2位	 小林　祐馬

　100m背泳ぎ	 1位	 遠藤　舜弥
		  2位	 富田　修平
　200m背泳ぎ	 3位	 遠藤　舜弥
　100m平泳ぎ	 1位	 宮澤　祐太
　200m平泳ぎ	 1位	 宮澤　祐太
		  2位	 脇園　樹
　200mバタフライ	 2位	 野﨑　充
　200mフリーリレー	 3位	 川合、松林
			   湯之原、今井
　200mメドレーリレー	 3位	 今井、川合、
			   松林、湯之原
▽女子
　50ｍ自由形	 1位	 竹林　愛花
		  2位	 菅　晴瑠奈
　100m自由形	 1位	 石原　愛由
		  2位	 菅　晴瑠奈
　200m自由形	 1位	 石原　愛由
		  2位	 村中　みいな
　400ｍ自由形	 1位	 村中　みいな
		  2位	 川﨑　碧

【剣道】
◆第11回全日本学生剣道オープン大会
（12/7～12/8　北海道/千歳市開基記念総合武道館）
▽男子
　参段以上の部	 1位	 深田　望史
		  ベスト8	 鶴浜　貴志


